
９
月

１４

日
、
札
幌

市
民
ホ
ー

ル
に
お

い

て
、
京
都
大
学
原

子

炉
実
験
所

の
小
出
裕

章

氏

に
よ
る

「
私
た

ち

の
未

来

と

原

発

」

（
医
療

９
条

の
会

主

催
）
が

開

催

さ

れ

、

会
場
は

１
５
０
０
人

を
超
す
参
加
者

で
あ

ふ
れ
ま

し
た
。
講
演

の

一
部
を
ご

紹
介

し

ま
す
。

●

３

・
■
に
運
転
中

だ

つ
た

１
号
機
か
ら

３
号
機
は
、
す

で
に

溶
け
落
ち
た
炉
心
～

そ
れ
が
今
、
ど

こ
に

あ
る
か
す
ら
わ
か
ら

な

い
状
況
～
汚
染
水

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

セ
シ
ウ
ム
ー
３
７
汚
染
は

大
気
中
だ
け
で
広
島

原
爆
１
６
８
発
分

●
果
て
し
な
い
放
射

能

の
封
じ
込
め
作
業
と

労
働
者

の
被
爆
。

●
す
で
に
大
量
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
。

●
今
現
在
、
そ
し
て
今

後
も
続
く
住
民

の
被
爆
。

●
放
射
線
管
理
区
域
と

は
、
そ
こ
で

「
水
さ
え

飲
ん
で
は
い
け
な

い
」

と

い
う
区
域
。

●

１
平
方
メ
ー
ト

ル
当

た
り
、

４
万
ベ
ク
レ
ル

の
汚
染
を
受
け
た
ら
管

理
区
域
。
し
か
し
、
〈
「
、

日
本
政
府
が
避
難
さ
せ

て
い
る
の
は
、
放
射
線

の
管
理
区
域

の
中

で
さ

え
も
許
さ
れ
な

い
、

猛
烈
な
汚
染
地
域
、

６０

万

ベ

ク

レ

ル

の

地
域

（
１
千
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
＝
琵
琶

湖

１

・
５
個
分
）
だ

け
を
避
難
さ
せ
て

い
る
。

１
０
～
６
万
ベ
ク
レ
ル

と
い
う
高
濃
度
で

大
艶
胎
櫛
邸研
染

●
本
当
は
東
北
地

方
と
、
関
東
地
域

の
膨
大
な
と

こ
ろ
を
、
管

理
区
域
に
し
、

人

々
を
避
難

さ
せ
な
け
れ

ば

い
け
な

い
。

●
放
射
線

の

管
理
区
域
に

し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
地

域
は
、
福
島

県

の
東
半
分

を
中
心
に
し
て
、
宮
城

県
と
茨
城
県

の
南
部

・

北
部

。
さ
ら
に
、
栃
木

県
、
群
馬
県

の
北
半
分
、

千
葉
県

の
北
部
、
岩
手

日本共産党の地域新開 発行所 :日 本共産党夕張市委員会 夕張市千代田 2番地の 2 TEL&ご滋 52‐ 3097 2013年 10月 6日 (日 )第 1462号

栃 木県、群 、ら県の

北 半分、十 幸 県の

Jヒ部 、 岩手 県、新

潟 県、埼 工 県 と来
京都 の一部地域 が、

次射繰 管理 区成 に

しなけれ ば ならな
い汚染 を受 けた。

県
、
新
潟
県
、
埼
玉
県

と
東
京
都

の

一
部
。

こ

れ
ら

の
地
域
が
放
射
線

管
理
区
域
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
汚
染
を
受

け
た
。
猛
烈
な
汚
染

が
生
じ
て
い
る
。

癌
・遺
伝
的
影
響
の

発
生
率
は
、低
線
量
で
も

被
曝
量
に
比
例
し
て
増
加

●
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

（
原
子

力
推
進
派
）
１

２
０

０
７
年
勧
告

（
要
約
）

―
約

１
０
０
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
の
線

量
に
お
い
て
が
ん
の

場
合
、
疫
学
的

。
実

験
的
研
究
が
放
射
線

リ

ス
ク
の
証
拠
。
約

１

０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
下
回
る
低
線
量
領
域

で
の
、
が
ん
ま
た
は
遺

伝
的
影
響

の
発
生
率
は
、

関
係
す
る
臓
器
お
よ
び

組
織

の
被
ば
ぐ
童

―こ１
川

例
くじ
てで
増
カロ‐
す
る
‘と
仮

定
す
る
の
が
科
学
的
に

妥
当
。

鷹
大
に
生
み
だ
さ
れ
る

無
毒
化
で
き
な
い
放
射
能

●
原
発
は
ト
イ

レ
の
な

い
マ
ン
シ

ヨ
ン
と
同
じ
。

●
原
子
力
を
利
用
す
る

と
核
分
裂
生
成
物
等

の

放
射
性
物
質
を
生
み
出

す
が
、
人
類
に
は
、
そ

れ
を
無
毒
化
す
る
力
は

な
く
、
人
類
最
初

の
原

子

炉

が

動

い

て

か

ら

７．
年

た

つ
た

今

も

そ

れ
が
で
き
な

い
。
泊
原

発
で
事
故
が
起
き
れ
ば
、

札
幌
も
同
じ
よ
う
に
汚

染
さ
れ
る
。

●

エ
ネ

ル
ギ
ー

の
浪
費

を
抑
え
、
人
類

の
未
来
、

子
ど
も
や
孫
た
ち

の
た

め
に
、
大
人
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
、

で
き
る

こ
と
を
根
気
よ
く
、
し

っ
か
り
と
や

っ
て
い
こ

う
～
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

高レベル放射性廃棄物のお守りに100万年!

1福 島県の東半 分 を

|ヤ `こ に して、す成

1県 と茨城 県の南
1部 ・ Jヒ部 、 さらに、

“事
故
は
収
東
し
ていな
い”

セ
シ
ウ
ム・３７汚
染
は
、大
気
中
だ
け
で広
島
原
爆
・６８発
分

４号
機
の使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の底
には
・万
４千
発
分
を
超
え
る
コ

'～
ルル

ど
という組ユイ哉C)lヵ鳶年)

日本で原子力発電が動き始めて(1966年 )から   47年

現在の9電力会社ができて(1951年 )から      62年

日本初の電力会社 (東京電灯)ができて(1886年 )から127年

低レベル放射性廃物のお守り          300年
1現在青森県六ヶPTl村に埋め捨てにしている)

忠臣蔵の討ち入り(1702年 )から         311年

二ず肇否
という組織の最さ年)

明治維新(1868年 )から       145年
アメリカ合州国建国(1776年 )から   237年

約 1′800年

2′673年
高レベル放射性廃物のお守り 1′ 000′ 000年
(現在、埋め捨て場所すらない )

邪馬台国(卑弥呼)から

神武天皇(?)即位から

医療 9条 の会・北海道 HPよ り



¨
纂顔
い
っば
いの
「ゆうけ可輛婦人事
つ可』一刹勘嚇勒一支ビのい̈

第
　

９
月

２‐
日
、

「
ゆ
う

国
や
道

に
あ
る
こ
と
を

バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

叩
ば
り
新
婦
人
ま

つ
り
」

日

が
、
は
ま
な
す
会
館

で

月

開
催
さ
れ
、

３５
名
が
参

ｌｏ
加
し
ま
し
た
。

2013年△バ
　
開
会
式
で
は
、
久
世

類
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、

姉
来
賓
の
夕
張
労
連
議
長

炒

の
筒
井
さ
ん
が
、
Ｊ
Ｒ

樺
釧
榊
睦
抑
制
」
卿
れ
動

‥曰
く
な

っ
て
い
る
。
今
こ

衝
そ
お
互
い
連
携

・
交
流

発
し
て
安
全
を
守
る
事
が

¨
一
時
¨
¨
載
［
¨
¨
誨

政

は
あ
い
さ

つ
で
ヽ
「夕
張

様

の
財
政
破
綻
の
責
任
が

日

あ
き
ら
か
に
し
て
き
た

事
。
生
命
よ
り
お
金
が

大
事
と

い
う
政
治

の
現

実
を
発
信
し
て
、
大
き

く
共
感
が
広
が

っ
て
い

る
事
。
福
祉
切
り
捨

て

の
増
税

の
実
態
な
ど
を

鋭
く
指
摘
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
は
、

レ
イ

ま

し
た
。

会
場

は
、

た
く
さ

ん

の
笑
顔
が

は
じ
け

「
楽

し
か

っ
た
Ｌ

み
ん
な

で

食

べ

る

と

お

い
し

い
」

「
来
年

も
楽

し
み
Ｌ
ま

た

元
気

で
会

お
う
」
と

声

か
け
あ

っ
て
閉
会

し

ま

し
た
。

夕張市千代田 2番地の 2 TEL&FAX 52‐ 3097

「全道の母親、女性たちが憲法の語 り手になろう !」

第 56回 北海道母親大会が、9月 21日 、札幌市で開かれ、
夕張からも 14名 の女性たちが参加 しました。

午前中は、「女性の権利」や 「子 どもと教育」など 10の 分

科会、特別分科会、午後か らは全体会が行われ、のべ 1700

名が学び、語 り合いました。

全体会では、「年金引き下げ」「矢臼別演習場の着弾事件」
「生活保護費引き下げ」について、3名 の女性が報告 しま し

た。講演は、伊藤真弁護士が 「私が幸福になるために生まれ

′守 り輝かせよう」 と題

し「生命を育て生命を

守るのと同 じように、

憲法を育て守るのは母

J黒あ勇是」
｀
音をよ耗1こ

た 。

大会後、母親パ レー

ドが行われました。

「ミニ運動会 、魚釣 リゲームで盛 りあがる」

海道母親大会開く

国
会
「か
け
あ
る
記
」

０

日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

智

子

「
ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議
に
参
加
し
て
」

ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議
の
第

二
回
女
性
会

合
に
参
加
し
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ー
タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
二
十

一
ヵ
国
か
ら
三
十

二
政
党
の
代
表
が
参
加
。
日
本
か
ら
は
、
民
主
党
と

日
本
共
産
党
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
性
の
り
―
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
社
会
的
地
位
向
上
を
テ
ー
マ
に
、
政
治

や
経
済
へ
の
参
画
、
平
和
の
た
め
に
果
た
す
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
、
各

国
の
具
体
的
な
経
験
、
前
進
に
向
け
た
奮
闘
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
全
体
と
し
て
、
道
半
ば
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

私
は
、
日
本
で
の
女
性
の
地
位
向
上
へ
の
取
り
組
み
の
到
達
点
と
日

本
共
産
党
の
役
割
に
触
れ
な
が
ら
、
世
界
の
平
和
、
北
東
ア
ジ
ア
の
構

築
の
た
め
に
も
、
信
頼
回
復
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
日
本
政
府
の
歴
史

認
識
問
題
の
解
決
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ

い
て
も
日
本
政
府
に
よ
る
誠
実
な
解
決
へ
の
努
力
を
働
き
か
け
る
共
同

の
法
案
提
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
一
日
も
早
い

解
決
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

「
日
本
の
中
で
被
害
者
の
声
を
直
接
聞
き
、
解
決
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
に
感
激
し
た
」
と
握
手
を
求
め
て
＜
る
人
や
、
「
発
言
原
稿
を
ほ
し

い
」
と
、
反
響
が
あ
り
、
国
内
で
の
取
り
組
み
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

二
〇

一
五
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
世
界
女
性
会
議
に
向
け
、

新
た
な
課
題
や
、
世
界
の
変
化
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
事
な
ど
を
呼
び

か
け
た
、
「
ソ
ウ
ル
宣
言
」
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

*日 本共産党夕張市委員会 HP http:〃pub ne ip/icpvubari/  市議くまがい桂子 URL http:〃 www kumagai‐ keiko net/ もぜひご覧ください


